『英和対訳袖珍辞書』第三版と第四版との比較をめぐって by 肖 江楽 & ショウ コウラク
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
第
三
版
と
第
四
版
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
肖
江
楽
１
は
じ
め
に
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
は
、
一
八
六
二
年
に
、
堀
達
之
助
と
、
協
力
者
で
あ
る
西
周
助
・
千
村
五
郎
・
竹
原
勇
四
郎
・
箕
作
貞
一
郎
ら
に
よ
っ
て
、
幕
府
洋
書
調
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
近
代
日
本
初
の
本
格
的
な
英
和
辞
書
で
あ
る
。
一
八
六
六
年
に
、
堀
越
亀
之
助
が
再
版
改
訂
の
主
編
に
任
命
さ
れ
、
初
版
見
出
し
語
の
総
数
の
四
分
一
の
訳
語
に
対
し
て
訂
正
を
加
え
、『
改
正
増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
と
し
て
開
成
所
で
発
行
し
た
。
一
方
、
一
八
六
九
年
に
、
薩
摩
の
学
生
は
、
堀
越
亀
之
助
の
改
訂
増
補
版
を
基
に
し
て
、
辞
書
全
体
の
見
出
し
語
と
訳
語
に
カ
タ
カ
ナ
を
振
り
、
当
時
長
崎
に
い
た
宣
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
力
を
得
て
、
訳
語
を
全
面
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』
と
し
て
上
海
の
美
華
書
館
で
印
刷
・
刊
行
し
た
。
辞
書
の
序
文
に
は‘T
hird
edition
revised’
と
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
第
３
版
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
辞
書
は
薩
摩
の
学
生
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
薩
摩
辞
書
」
と
も
称
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
七
一
年
に
、
辞
書
初
版
の
編
纂
主
任
で
あ
っ
た
堀
達
之
助
の
次
男
―
堀
孝
之
が
、
ア
メ
リ
カ
の
英
語
辞
書
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
辞
典
』
を
典
拠
と
し
、
新
た
な
見
出
し
語
を
追
加
し
、
第
３
版
と
同
じ
く
美
華
書
館
か
ら
『
大
正
増
補
和
訳
英
辞
林
』
を
刊
行
し
た
。
序
文
に
は‘Fourth
edition
revised’
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
第
４
版
に
当
た
る
。
以
後
、『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』
を
第
３
版
、『
大
正
増
補
和
訳
英
辞
林
』
を
第
４
版
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
２
第
４
版
『
大
正
増
補
和
訳
英
辞
林
』
の
序
文
第
４
版
の
序
文
に
は
、
辞
書
の
編
纂
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
序
文
明
治
己
巳
ノ
歳
予
等
上
海
ニ
於
テ
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
ヲ
刊
版
シ
既
ニ
星
霜
ニ
周
ヲ
過
タ
リ
抑
モ
時
勢
開
化
ノ
運
二
属
シ
学
業
技
芸
ノ
精
巧
日
二
新
二
月
二
進
ム
前
二
出
版
セ
シ
辞
書
ノ
如
キ
モ
亦
其
尽
サ
ヽ
ル
ヲ
知
ル
且
ツ
前
版
ハ
部
数
許
多
ナ
ラ
ス
今
又
消
磨
ニ
属
ス
故
二
此
度
堀
孝
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之
等
ト
共
ニ
謬
語
缺
漏
ヲ
改
正
編
集
シ
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
氏
ノ
辞
書
ヨ
リ
緊
要
ナ
ル
者
凡
ソ
八
千
余
語
ヲ
抜
萃
ス
又
前
本
ニ
ハ
英
語
ノ
傍
ニ
片
仮
名
ヲ
以
テ
口
調
ヲ
施
ス
ト
雖
モ
音
声
ノ
高
下
及
ヒ
字
綴
ヲ
明
弁
ス
ル
能
ハ
ス
故
ニ
今
片
仮
名
ヲ
省
キ
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
氏
ノ
辞
書
二
拠
テ
是
ニ
易
ル
ニ
音
符
並
字
綴
ヲ
以
テ
ス
又
前
本
ハ
略
語
二
和
解
ナ
ク
学
者
ノ
遺
憾
少
ナ
カ
ラ
ス
因
テ
和
訳
ヲ
加
ヘ
加
之
各
國
ノ
度
量
衡
ヲ
表
シ
テ
以
テ
学
者
ノ
便
覧
ニ
供
フ
亦
時
勢
開
化
ノ
運
ヲ
趁
テ
益
其
精
ニ
至
ル
ヲ
求
ル
ノ
意
ナ
リ
乃
チ
コ
レ
ヲ
世
ニ
公
布
シ
以
テ
初
学
進
歩
ノ
一
助
ト
ナ
ラ
ン
ヲ
庶
幾
ス
ト
爾
云
明
治
四
歳
辛
未
十
月
薩
摩
学
生
前
田
正
高
橋
良
昭
３
第
３
版
と
第
４
版
と
の
比
較
木
村
一
『
和
英
語
林
集
成
』（
二
〇
一
五
）
で
は
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
の
見
出
し
語
の
総
数
を
算
出
し
、
具
体
的
な
数
値
が
示
さ
れ
て
（
１
）
い
る
。
そ
の
総
数
に
基
づ
い
て
、
筆
者
は
、
初
版
と
（
２
）
再
版
、
そ
し
て
再
版
と
第
（
３
）
３
版
（『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』）
と
の
異
同
語
彙
を
全
面
的
に
洗
い
出
し
た
。
そ
の
後
、
第
３
版
と
第
４
版
と
の
異
な
る
訳
語
の
す
べ
て
を
電
子
テ
キ
ス
ト
（
４
）
化
し
、
初
版
か
ら
第
４
版
ま
で
の
見
出
し
語
及
び
訳
語
の
訂
正
様
相
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
を
分
か
り
易
く
す
る
た
め
に
、
下
記
の
表
１
に
掲
げ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
次
に
、
筆
者
が
作
成
し
た
表
１
に
基
づ
い
て
、
辞
書
の
見
出
し
語
の
添
削
表１
第４版
見出し
語
２３０６
１８７６
３７０１
２３７０
１５７２
１６８０
１０７１
１２２３
２０７２
３１２
２０２
１０８６
１９９４
６６２
１００３
削除数
５０
５９
９５
７３
２８
５１
１５
３９
２９
７
６
３０
５５
１０
１３
増補数
４４８
３６０
７４６
４５１
２７５
２１５
１５４
１８６
３５９
５４
３０
６３
２９０
９３
１４３
校正
箇所
６５０
６１９
１０６８
６３１
３９５
３４２
２２８
２６７
４６９
６８
４３
２５３
４１１
１２６
１９１
第３版
見出し
語
１９０８
１５７５
３０５０
１９９２
１３２５
１５１６
９３２
１０７６
１７４２
２６５
１７８
１０５３
１７５９
５７９
８７３
校正
箇所
２１３
５３
６５
４５
４２
４０
４１
４０
７１
１５
１０
９０
１３５
３４
５０
再版
見出し
語
１９３３
１５８７
３０７１
１９９６
１３１７
１５０９
９２２
１０６３
１７１０
２６１
１７７
１０２７
１７１４
５６５
８５２
校正
箇所
２２５
１３０
６８２
３３９
４０２
５２３
２５５
３０４
６３０
９２
２３
１１７
３０８
５９
１７１
初
版
１９３３
１５８８
３０７２
１９９４
１３１２
１５０２
９２１
１０５９
１７０１
２５９
１７７
１０２６
１７１３
５６５
８５０
項
目
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
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数
、
校
正
の
箇
所
及
び
割
合
に
焦
点
を
当
て
、
第
４
版
を
考
察
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
３
・
１
見
出
し
語
の
添
削
数
辞
書
を
改
版
す
る
際
、
見
出
し
語
が
削
除
さ
れ
た
り
増
補
さ
れ
た
り
す
る
の
は
、
辞
書
の
実
用
性
及
び
時
代
性
を
保
つ
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。
表
１
か
ら
見
れ
ば
、
第
４
版
の
見
出
し
語
の
総
数
は
、
第
３
版
に
比
べ
る
と
、
新
た
に
五
六
八
九
語
が
増
補
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
見
出
し
語
は
序
文
に
記
載
さ
れ
た
「
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
氏
ノ
辞
書
」
か
ら
抜
粋
さ
れ
て
き
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
増
補
数
の
中
で
、
最
も
多
く
追
加
さ
れ
た
項
目
は
、
見
出
し
語
Ｃ
で
、
七
四
六
語
あ
る
。
一
方
、
第
３
版
に
対
し
て
、
第
４
版
で
は
一
六
五
四
語
の
見
出
し
語
が
削
除
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
項
目
Ｕ
の
見
出
し
語
だ
け
で
八
五
二
語
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
如
何
に
も
不
思
議
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
原
稿
か
ら
（
５
）
初
版
、
初
版
か
ら
再
版
、
再
版
か
ら
第
３
版
ま
で
、
辞
書
の
内
容
に
対
し
て
三
回
目
の
校
正
が
施
さ
れ
た
た
め
、
見
出
し
語
に
当
て
る
訳
語
の
精
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
段
階
で
は
以
下
の
三
つ
の
理
由
が
推
測
さ
れ
る
。
①
参
照
さ
れ
た
「
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
氏
ノ
辞
書
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
。
②
辞
書
の
編
纂
（
６
）
方
針
が
突
然
変
更
さ
れ
た
た
め
。
③
何
ら
か
の
事
情
が
あ
り
、
人
為
的
に
削
除
さ
れ
た
た
め
。
表１（続き）
３１９７
２１８
１８７５
４１９０
１８７８
９１２
６５０
１０３３
１３
８９
４６
３７２３１
２４．４％
５７
３
２５
６２
２８
８５２
９
５６
０
２
０
１６５４
３６５
２１
２０２
６２１
２８５
６８
１１９
１１１
６
８
１６
５６８９
５４８
２９
３２０
８０６
３３９
９３６
１４７
１８６
６
１２
１６
９１０６
２８８９
２００
１６９８
３６３１
１６２１
１６９６
５４０
９７８
７
８３
３０
３３１９６
３．９８％
１４６
１４
４４
７５
４０
２２
１０
２２
０
７
０
１３２４
２８１０
１９０
１６７５
３５７５
１５９３
１６７９
５３４
９６１
７
８２
３０
３２８４０
２４．６％
５５４
５５
４９８
１１７８
４２５
５２１
２１８
３２９
２
３２
１１
８０８３
２８１０
１９０
１６７６
３５７４
１５９０
１６７４
５３４
９５８
７
８１
３０
３２７９６
校正の割合
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
合計
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３
・
２
辞
書
の
校
正
箇
所
及
び
割
合
今
回
、
第
３
版
と
第
４
版
と
の
比
較
か
ら
収
集
し
得
た
デ
ー
タ
に
よ
り
、
辞
書
の
全
体
が
、
再
び
激
し
く
修
正
さ
れ
、
校
正
箇
所
は
約
九
一
〇
六
語
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
数
字
か
ら
計
算
す
れ
ば
、
辞
書
全
体
の
校
正
割
合
は
見
出
し
語
の
総
数
の
四
分
一
（
２４
・
４
％
）
に
達
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
堀
達
之
助
が
構
築
し
た
英
和
辞
書
の
土
台
（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
）
が
何
回
も
改
版
さ
れ
編
集
さ
れ
た
第
４
版
は
、
明
治
二
十
年
ま
で
復
刻
版
も
刊
行
さ
れ
、
近
代
英
和
辞
書
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。４
新
た
に
増
補
さ
れ
た
見
出
し
語
本
稿
で
は
、
筆
者
が
自
ら
作
成
し
た
第
３
版
と
異
な
る
訳
語
の
電
子
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
な
が
ら
、増
補
さ
れ
た
訳
語
の
正
体
を
全
面
的
に
洗
い
出
し
、
第
４
版
な
ら
で
は
の
特
徴
を
探
り
出
し
た
い
と
思
う
。
４
・
１
句
を
持
っ
て
新
し
い
見
出
し
語
に
当
て
る
訳
語
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
第
４
版
に
あ
る
見
出
し
語
の
訳
語
は
、
全
体
的
か
ら
み
れ
ば
語
よ
り
句
の
ほ
う
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。（
例：
「H
orticultural,adj.
庭
ヲ
作
ル
ニ
拘
リ
タ
ル
や
は
り
」、「D
efensative,s.
防
ギ
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
」。）
や
は
り
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
、
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
系
の
訳
語
は
、
変
わ
ら
ず
句
で
当
て
ら
れ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
編
纂
者
が
辞
書
の
利
用
者
を
想
定
し
た
上
で
、長
い
句
で
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
新
し
い
概
念
を
取
り
入
れ
や
す
く
す
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
４
・
２
「
…
＋
ノ
類
」「
…+
ノ
名
」「
…
＋
ノ
一
種
」
の
訳
語
蘭
学
を
基
礎
と
し
、
幾
多
の
困
難
を
切
り
抜
け
、
よ
う
や
く
花
を
咲
か
せ
た
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
は
、
底
本
と
さ
れ
る
「
蘭
和
辞
書
」（『
和
蘭
字
彙
』）
に
あ
る
「A
cacia,
樹
名
未
詳
」、「W
indflow
er,
花
ノ
名
」
の
よ
う
な
訳
語
に
対
し
て
適
切
な
訳
語
が
見
出
せ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
再
版
と
第
３
版
を
改
版
す
る
際
、
こ
れ
ら
の
不
具
合
な
点
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
比
較
調
査
に
よ
り
、「
…
＋
ノ
類
」、「
…+
ノ
名
」、「
…
＋
ノ
一
種
」
の
よ
う
な
訳
語
は
、
再
び
辞
書
の
編
纂
者
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。（
例：
「Ich-
neum
on,s.
獣
ノ
名
」、「Jean,s.
織
物
ノ
名
」、「Jerfalcon,s.
鷹
ノ
一
種
」
「Palan-keen,Palanquin,s.
駕
篭
ノ
類
」
な
ど
。）
こ
れ
ら
の
見
出
し
語
は
、
辞
書
の
序
文
に
提
起
さ
れ
た
「
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
氏
ノ
辞
書
」
か
ら
借
用
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
当
時
適
切
な
名
称
が
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
の
第
４
版
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
『
英
和
対
訳
辞
書
』（
一
八
七
二
）、『
稟
准
和
訳
英
辞
書
』（
一
八
七
三
）、『
和
訳
英
語
聯
珠
』（
一
八
七
三
）、『
広
益
英
倭
字
典
』（
一
八
七
四
）
に
は
、
こ
の
よ
う
な
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
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４
・
３
新
た
に
増
補
さ
れ
た
訳
語
今
回
、
筆
者
は
第
３
版
と
異
な
る
訳
語
の
リ
ス
ト
を
収
集
し
た
た
め
、
第
４
版
の
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
探
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
新
た
に
増
補
さ
れ
た
漢
訳
語
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
下
に
新
た
に
増
補
さ
れ
た
訳
語
を
示
す
。
A
esthetic,Esthetic,s.
監
定
学
、A
m
aurosis,s.
内
障
、A
nalytics,s.
解
剖
学
．
分
離
学
、A
neroid,s.
晴
雨
儀
、A
nim
alculist,s.
小
動
物
学
家
、
A
orta,s.
動
脈
幹
、A
pologetics,
s.
神
学
、A
quafortis,
s.
硝
石
酸
、
A
rchaology,s.
古
事
学
、A
rchitectural,adj.
建
築
学
ノ
、
A
zote,s.
窒
素
瓦
斯
、Biology,s.
史
伝
学
、Bistoury,s.
外
科
器
、
Bom
bshell,s.
砲
碌
弾
、Calcination,s.
酸
化
、Calom
el,s.
水
銀
剤
、
Caloric,s.
暖
素
、Calorim
eter,s.
暖
度
計
、Cam
eralistics,s.
会
計
学
、
Canterburytale,s.
小
説
物
、Carbon,s.
炭
素
、Cardialgy,s.
酸
敗
液
、
Casuistry,s.
心
学
、Cathartic,s.
下
剤
、Catheter,s.
測
胞
子
、
Cauterism
,s.
腐
蝕
剤
、Cerebellum
,s.
後
脳
、Cerebrum
,s.
前
脳
、
Cerography,s.
蠟
版
術
、Chrom
atics,s.
彩
色
学
、
Clim
atology,s.
風
土
学
、Concavous,adj.
凹
圓
形
ノ
、
Coniform
,adj.
圓
錐
形
ノ
、Convexness,s.
凸
圓
形
、
Cornea,s.
眼
膜
、Cranial,adj.
脳
葢
骨
、Critic,s.
監
定
学
、
Crystallography,s.
結
晶
学
、Cuboid,adj.
六
面
形
ノ
、
D
em
ocratical,adj.
共
和
政
治
ノ
、D
endrology,s.
樹
木
学
、
D
eontologist,s.
職
務
学
家
、D
orm
itive,s.
麻
酔
剤
、D
ysury,s.
尿
閉
、
Econom
ics,s.
経
済
学
、Epigastric,adj.
下
腹
ノ
、
Equestrianism
,s.
乗
馬
術
、Erpetology,s.
爬
虫
論
、
Ethnography,s.
人
種
学
、Firew
arden,s.
消
防
役
、
Focal,adj.
焼
点
ノ
、Geologist,s.
地
質
学
家
、Geoponics,s.
耕
作
学
、
Glossology,s.
語
学
、Glossologist,s.
語
学
者
、
H
eart-burning,s.
酸
敗
液
、H
elical,adj.
螺
旋
形
ノ
、
H
eliography,s.
写
真
術
、H
eptangular,adj.
七
角
ノ
、
H
om
iletics,s.
説
法
学
、H
ow
itzer,s.
忽
微
砲
、H
ydrogen,s.
水
素
、
H
ydrophobia,s.
恐
水
病
、Jack-screw
,s.
万
力
、
Lightning-rod,s.
雷
除
、Linguistics,s.
語
学
、Literator,s.
文
学
家
、
Locom
otive
or
Locom
otive
engine,s.
蒸
気
車
、Lorguette,s.
双
眼
鏡
、M
atch-lock,s.
火
縄
銃
、M
echanographic,adj.
器
械
学
ノ
、
M
ineralogical,adj.
鉱
物
学
ノ
、M
onarchy,s.
統
一
政
治
、
N
eurotic,adj.
神
経
ノ
、N
itrogen,s.
窒
素
、
M
ineralogist,s.
鉱
物
学
者
、O
varium
,s.
卵
巣
、
M
onkey-w
rench,s.
螺
旋
匙
、O
bstetrics,s.
産
科
学
、
O
ccipital,adj.
後
脳
ノ
、O
xide,s.
酸
化
、
Pericardian,Pericardic,adj.
心
膜
ノ
、Photo-graph,s.
写
真
繪
、
Photography,s.
写
真
術
、Phthisis,s.
肺
労
、Physicist,s.
理
学
家
、
Pluviom
eter,s.
雨
計
器
、Poetics,s.
詩
学
、Pom
ology,s.
果
実
学
、
Ponderance,s.
重
力
、Preventive,s.
預
防
剤
、
Prophylactic,s.
預
防
剤
、Rain-gauge,s.
雨
計
器
、
Rhom
bus,s.
風
方
角
、Sedlitz
Pow
ders,s.
沸
騰
散
、
Self-governm
ent,s.
共
和
政
治
、Sem
a-phore,s.
傳
信
機
、
Sem
en,s.
精
液
、Sergeant,Serjeant,s.
法
律
学
家
、
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Som
atology,s.
物
質
学
、Strategy,s.
兵
学
、T
actician,s.
兵
学
家
、
T
ape-w
orm
,s.
條
蟲
、T
elegraphy,s.
傳
信
機
学
、
T
heologist,s.
神
学
者
、T
herm
oscope,s.
暖
度
計
、
U
dom
eter,s.
雨
計
器
、Zoographic,Zoographical,adj.
動
物
学
ノ
、
Zoologist,s.
動
物
学
家
、Zootom
ical,adj.
動
物
解
剖
学
ノ
、
Zygom
atic,adj.
腮
骨
ノ
、
新
た
に
増
補
さ
れ
た
訳
語
の
傾
向
と
し
て
、
次
の
二
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
接
尾
語
「
学
」
を
用
い
て
、
見
出
し
語
に
当
て
る
訳
語
が
多
く
創
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
４
版
に
は
、「
監
定
学
」、「
彩
色
学
」、「
語
学
」、「
果
実
学
」
の
よ
う
な
「
…+
学
」
の
造
語
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
増
補
語
は
、
必
ず
し
も
編
纂
者
に
よ
る
造
語
で
は
な
い
が
、
辞
書
に
と
っ
て
は
ま
る
で
新
鮮
な
血
液
の
よ
う
に
流
入
し
て
、
近
代
的
な
英
和
辞
書
へ
と
昇
華
す
る
の
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
目
は
、
以
下
の
よ
う
に
学
術
用
語
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
兵
学
用
語：
忽
微
砲
、
兵
学
家
、
火
縄
銃
、
雷
除
な
ど；
医
学
用
語：
後
脳
ノ
、
心
膜
ノ
、
沸
騰
散
、
麻
酔
剤
な
ど；
鉱
物
学
用
語：
鉱
物
学
ノ
、
暖
素
、
炭
素
、
水
素
な
ど；
上
の
漢
訳
語
は
、
以
前
の
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
系
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
第
４
版
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
明
治
新
国
家
が
形
成
さ
れ
た
後
の
建
設
期
に
お
い
て
、
第
４
版
の
編
纂
者
は
積
極
的
に
西
洋
の
新
し
い
概
念
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
姿
が
う
か
が
い
知
れ
る
だ
ろ
う
。
５
第
４
版
の
増
補
語
と
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』
の
訳
語
第
４
版
は
、
一
八
七
一
年
に
改
訂
さ
れ
、
上
海
の
美
華
書
館
で
印
刷
・
刊
行
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』
が
一
八
六
六
年
か
ら
一
八
六
九
年
に
か
け
て
、
四
部
に
分
け
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
表２
出版
年代
１８６２年
１８６６年
１８６７年
１８６９年
１８７１年
『英和対訳袖珍辞書』
初版
再版：改正増補
再版：第二刷
第３版
第４版
出版
年代
１８６６年
１８６７年
１８６８年
１８６９年
ロプシャイト
『英華字典』
第一部
序、A-C
第二部D-H
第三部 I-Q
第四部 R-Z
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表
２
は
両
辞
書
の
出
版
年
代
の
関
係
を
簡
略
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』
の
出
版
は
、
中
国
に
お
け
る
辞
書
の
中
で
当
時
と
し
て
は
最
も
完
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
で
は
蘭
学
か
ら
英
学
へ
と
中
心
を
移
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
は
決
定
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
編
纂
年
代
が
早
く
、
し
か
も
影
響
力
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』
と
第
４
版
と
の
影
響
関
係
が
あ
る
か
否
か
を
検
証
す
る
た
め
、
台
湾
中
央
研
究
院
英
華
辞
典
資
（
７
）
料
庫
を
利
用
し
て
検
索
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
下
記
の
訳
語
は
可
能
な
限
り
原
文
に
近
い
字
体
を
用
い
て
記
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
フ
ォ
ン
ト
の
制
約
上
、
異
体
字
に
置
き
換
え
た
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
下
の
括
弧
の
中
の
記
述
は
、
上
が
第
四
版
の
訳
語
、
下
が
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
訳
語
で
あ
る
。
分
娩
（A
ccouchem
ent,s.
分
娩/A
ccouchem
ent,
分
娩
）、
寄
生
（A
dnascent.adj.
寄
生
ス
ル/A
dnascent,
寄
生
）、
告
知
（A
dvertise,v.a.
告
知
ス
ル/A
dvertise,
告
知
）、
施
物
（A
lm
s,s.
施
物/A
lm
s.
施
物
）、
改
正
（A
m
endable,adj.
改
正
ス
ベ
キ/A
m
endable.
可
改
正
的
）、
鵝
皮
（A
nserine,adj.
鵝
皮
ノ/A
nserine.
如
鵝
皮
噉
樣
）、
解
毒
（A
ntidotal,adj.
解
毒
ス
ル/A
ntidotal.
解
毒
的
）、
猾
（A
stute,adj.
猾
ナ
ル/A
stute.
猾
）、
金
色
（A
urated,adj.
金
色
ノ/
A
urated
金
色
）、
新
郎
公
（Benedict･Benedick,s.
新
郎/
Benedict·Benedick.
新
郎
公
）、
改
正
（Betterm
ent,s.
改
正/Betterm
ent.
改
正
之
事
）、
鞋
墨
（Blackball,s.
沓
墨/
Blackball.
鞋
墨
）、
鉄
鉱
（Bog-ore,s.
鉄
鉱/Bog-ore.
鐵
礦
）、
勇
猛
（Boldly,adv.
勇
猛
ニ/
Boldly,
勇
猛
）、
大
胆
（Boldness,s.
大
胆
ナ
ル/Boldness,
大
胆
）、
商
人
公
所
（Bourse,s.
商
人
会
所/
Bourse.
商
人
公
所
）、
幼
年
（Boyhood,s.
幼
年/Boyhood,
幼
年
）、
呼
吸
（Breathable,adj.
呼
吸
ス
ベ
キ/Breathable,
可
呼
吸；
Breathing,s.
呼
吸
ス
ル
/Breathing,
呼
吸
）、
麥
酒
（Brew
age,s.
麥
酒/Brew
age,
大
麥
酒
）、
盗
賊
（Brigand,s.
盗
賊/Brigand.
盗
賊
）、
便
毒
（Bubo,s.
便
毒/
Bubo.
魚
口
便
毒
）、
公
ノ
報
告
（Bulletin,s.
公
ノ
報
告/Bulletin,
公
報
）、
商
人
会
所
（Burse,s.
商
人
会
所/
Burse.
商
人
公
所
）、
夜
攻
（Cam
isade,s.
夜
攻/
Cam
isade,
夜
攻
）、
高
燭
臺
（Candelabrum
,s.
高
燭
臺/Candelabrum
.
高
燭
）、
帆
布
（Canvas,s.
帆
布/Canvas,
帆
布
）、
火
薬
包
（Cartridge,s.
火
薬
包/Cartridge.
火
薬
包
子
）、
月
経
（Catam
enia,s.
月
経/Catam
enia,
月
経
）、
充
満
、（Chokefull,adj.
充
満
シ
タ
ル/
Chokefull.
充
満
）、
周
囲
（Circum
ferential,adj.
周
囲/Circum
ferential.
周
圍
）、
文
官
（Civilian,s.
文
官/
Civilian,
文
官
）、
外
套
（Cloke,s.
外
套/Cloke.
外
套
）、
彗
星
（Com
etary,adj.
彗
星
ノ/Com
etary.
彗
星
的
）、
命
令
（Com
m
anding,adj.
命
令
ス
ル/
Com
m
anding.
命
令
）、
交
易
（Com
m
erce,v.n.
交
易
ス
ル/
Com
m
erce.
交
易
）、
相
争
（Com
pete,v.n.
相
争
フ/Com
pete,to.
相
争
）、
結
凝
（Concreteness,s.
結
凝/
Concreteness.
凝
結
者
）、
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合
流
（Conflux,s.
合
流/Conflux.
合
流
）、
混
雑
ス
ル
人
（Confounder,s.
混
雑
ス
ル
人/
Confounder,
混
雜
者
）、
成
就
（Consum
m
ation,s.
成
就/Consum
m
ation.
成
就
者
）、
助
力
（Contributory,adj.
助
力
ス
ル/
Contributory.
助
力
的
）、
呼
集
（Convoke,v.a.
呼
集
メ
ル/Convoke.
呼
集
）、
結
閉
（Costiveness,s.
結
閉/
Costiveness.
閉
結
之
疾
）、
同
時
（Cotem
poraneous,Cotem
porary,adj.
仝
時
ノ/
Cotem
poraneous.
同
時
的
）、
新
聞
紙
（Courant,s.
新
聞
紙/
Courant.
新
聞
紙
）、
牛
皮
（Cow
hide,s.
牛
皮/
Cow
hide.
牛
皮
）、
生
莖
（Culm
iferous,adj.
茎
ヲ
生
ズ
ル/
Culm
iferous.
生
莖
的
）、
除
色
（D
ecolor,v.a.
色
ヲ
除
ク/
D
ecolor.
除
色
）、
垂
涎
（D
rool,v.n.
涎
ヲ
垂
レ
ル/
D
ecolor.
垂
涎
）、
鼓
手
（D
rum
m
er,s.
鼓
手/
D
rum
m
er.
鼓
手
）、
貪
食
（Edacious,adj.
貪
食
ナ
ル/
Edacious.
貪
食
）、
混
乱
（Em
broilm
ent,s.
混
乱/Em
broilm
ent.
混
乱
者
）、
改
正
（Em
endatory,adj.
改
正
ノ/
Em
endatory.
改
正
的
）、
反
乱
（Em
eute,s.
反
乱/
Em
eute.
反
乱
之
事
）、
空
虚
（Em
pty-ied-ying,v.a.
空
虚
ニ
ス
ル/Em
pty.
空
虚
）、
讃
美
之
語
（Encom
ium
,s.
讃
美
ノ
語/
Encom
ium
.
讃
美
之
語
）、
好
消
化
（Eupepsy,s.
消
化
ノ
善
キ
/Eupepsy.
好
消
化
）、
欧
羅
巴
（European,adj.
欧
羅
巴/
European.
欧
羅
巴
）、
非
常
（Extraordinary,s.
非
常
ナ
ル
/
Extraordinary.
非
常
）、
小
面
（Facet,s.
小
キ
面/
Facet.
小
面
）、
孝
順
（Filial,adj.
孝
順
ナ
ル/
Filial.
孝
順
的
）、
漁
人
（Fisherm
an,s.
漁
人/
Fisherm
an.
漁
人
）、
打
（Flagellate,v.a.
打
ツ/
Flagellate.
打
）、
小
花
（Floret,s.
小
キ
花/
Floret.
小
花
）、
歩
兵
（Foot-soldier,s.
歩
兵/
Foot-soldier.
歩
兵
）、
利
益
（Gainful,adj.
利
益
ア
ル/
Gainful.
利
益
）、
鉛
（Galena,s.
鉛
ノ
/
Galena.
鉛
）、
佝
瘻
（Gibbous,adj.
佝
瘻
ノ/
Gibbous.
傴
僂
）、
人
参
（Ginseng,s.
人
参/
Ginseng.
人
参
）、
階
級
（Grade,s.
階
級/
Grade.
階
級
）、
老
人
（Gray-beard,s.
老
人/
Gray-beard.
老
人
）、
粗
布
（Gunny,s.
粗
布
ノ
類/
Gunny.
粗
布
）、
娼
妓
（H
arlot,s.
娼
妓/
H
arlot.
娼
妓
）、
西
方
（H
esperian,adj.
西
方
ノ/
H
esperian.
西
方
）、
六
角
（H
exangular,adj.
六
角
ノ/
H
exangular.
六
角
）、
抹
紙
膠
（India
Rubber,s.
抹
紙
膠/
India
Rubber.
抹
紙
膠
）、
種
痘
（Inoculate,v.a.
種
痘
ス
ル/
Inoculate.
種
痘
）、
監
督
（Inspector,s.
監
督/
Inspector.
監
督
）、
教
師
（Institutor,s.
教
師/
Institutor.
教
師
）、
独
立
（Insulated,adj.
独
立
シ
タ
ル/
独
立
）、
摂
政
（Interrex,s.
摂
政/Interrex.
攝
政
者
）、
同
時
（Isochronal,Isochronous,adj.
同
時
ニ/
Isochronal,Isochronous.
同
時
）、
日
本
人
（Japanese,adj.
日
本
人
ノ/Japanese.
日
本
人
）、
宝
玉
（Jew
elry,s.
宝
玉/Jew
el.
宝
玉
）、
十
万
（Lac.s.
十
万/Lac.
十
万
）、
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乳
汁
（Lactescence,s.
乳
汁
ノ
様
ナ
ル
/Lactescence.
乳
汁
）、
化
爲
石
（lapidify.v.a.
石
ニ
化
サ
セ
ル/
lapidify.
化
爲
石
）、
緯
度
（Latitudinal.adj.
緯
度
ノ/
Latitudinal.
緯
度
的
）、
文
字
（Literature,s.
文
字/
Literature.
文
字
）、
泥
色
（Lutarious,adj.
泥
色
ノ/
Lutarious.
泥
色
）、
猾
（M
achiavelian,adj.
猾
ナ
ル/
M
achiavelian.
猾
）、
千
年
（M
illenarian,adj.
千
年
ノ/
M
illenarian.
千
年
ノ
）、
吝
嗇
（M
iserly,adj.
吝
嗇
ナ
ル/
M
iserly.
吝
嗇
）、
一
色
（M
onochrom
atic,adj.
一
色
ノ/
M
onochrom
atic.
一
色
的
）、
必
要
（N
ecessary,s.
必
要
ナ
ル
/
N
ecessary.
必
要
）、
香
気
（O
dor,s.
香
気/
O
dor.
香
気
）、
上
顎
（Palatal,adj.
上
顎
ノ/Palatal,adj.
上
顎
音
）、
青
白
（Pale,v.a
青
白
ク
ナ
ル/
Pale.
青
色
）、
土
音
（Patois,s.
土
音/
Patois.
土
音
）、
助
消
化
（adj.
消
化
ヲ
助
ケ
ル/
助
消
化
）、
温
和
（Placidity,s.
温
和
ナ
ル
/Placidity.
温
和
）、
再
現
（Reappear,v.n.
再
ビ
顕
ハ
レ
ル/
Reappear.
再
現
）、
流
反
（s.
流
レ
返
ル
/
Reflux.
流
反
）、
再
賣
（Resell,v.a.
再
ビ
賣
ル/
Resell.
再
賣
）、
樹
脂
的
（adj.
樹
脂
ノ
様
ナ
ル/
Resinous.
樹
脂
的
）、
呼
吸
的
（adj.
呼
吸
ス
ル/
Respiratory.
呼
吸
的
）、
羅
馬
（adj.
羅
馬
ノ/
Rom
an.
羅
馬
）、
馬
具
（Saddlery,s.
馬
具/
Saddlery.
馬
具
）、
化
成
血
（Sanguification,s.
血
ニ
化
ス
ル
/
Sanguification.
化
成
血
）、
食
肉
（Sarcophagy,s.
肉
食
ス
ル
/
Sarcophagy.
食
肉
）、
打
（Scourge,s.
打/
Scourge.
打
）、
海
辺
（Sea-board,s.
海
辺/
Sea-board.
海
辺
）、
每
半
年
（Sem
iannual,adj.
半
年
毎/
Sem
iannual.
每
半
年
）、
五
官
的
（Sensorial,adj.
五
官
ノ/
Sensorial.
五
官
的
）、
猾
（Slyness,s.
猾
ナ
ル
/
Slyness.
猾
）、
鞋
雪
（Snow
-shoe,s.
雪
鞋/
Snow
-shoe.
鞋
雪
）、
殺
姊
妹
（Sororicide,s.
姉
妹
殺
シ/
Sororicide.
殺
姊
妹
）、
娼
妓
（Strum
pet,s.
娼
妓/
Strum
pet.
娼
妓
）、
琥
珀
（Succinic,adj.
琥
珀
ノ/
Succinic.
琥
珀
）、
同
時
（Synchronize,v.n.
同
時
ニ
ア
ル/
Synchronize.
同
時
）、
有
才
能
（T
alented,adj.
才
能
ア
ル/
T
alented.
有
才
能
）、
第
三
（T
ertiary,adj.
第
三
ノ/
T
ertiary.
第
三
）、
本
文
的
（T
extuary,adj.
本
文
ノ/
T
extuary.
本
文
的
）、
大
鎚
（T
ilt-ham
m
er,s.
大
鎚/
T
ilt-ham
m
er.
大
鎚
）、
衣
服
（T
oggery,s.
衣
服/
T
oggery.
衣
服
）、
蕃
茄
（T
om
ato,s.
蕃
茄/
T
om
ato.
蕃
茄
）、
地
獄
（T
ophet,s.
地
獄/
T
ophet.
地
獄
）、
気
管
（T
rachea,s.
気
管/
T
rachea.
気
管
）、
三
色
之
旗
（T
ricolor,s.
三
色
ノ
旗/
T
ricolor.
三
色
之
旗
）、
三
葉
的
（T
rifoliate,adj.
三
葉
ノ
ア
ル/
T
rifoliate.
三
葉
的
）、
大
鎚
（T
ripham
m
er,s.
大
槌/
T
ripham
m
er.
大
鎚
）、
紫
色
的
（T
yrian,adj.
紫
色
ノ/
T
yrian.
紫
色
的
）、
顚
倒
（U
pset,v.a.
顛
倒
ス/U
pset.
顚
倒
）、
子
宮
（U
terine,adj.
子
宮
ノ/U
terine.
子
宮
的
）、
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似
葡
萄
（U
veous,adj.
葡
萄
ニ
似
タ
ル/
U
veous.
似
葡
萄
子
）、
棉
花
剪
絨
（V
elveteen,s.
木
綿
剪
絨/
V
elveteen.
棉
花
剪
絨
）、
剪
絨
（V
elvety,adj.
剪
絨
ノ
如
キ/
V
elvety.
如
剪
絨
）、
尊
敬
者
（V
eneration,s.
尊
敬/
V
eneration.
尊
敬
者
）、
可
立
証
據
（V
erifiable,adj.
証
拠
立
ツ
ベ
キ/
V
erifiable.
可
立
証
據
）、
生
蟲
的
（V
erm
iparous,adj.
蟲
ヲ
生
ズ
ル/V
erm
iparous.
生
蟲
的
）、
食
蟲
的
（V
erm
ivorous,adj.
虫
ヲ
食
ウ/
V
erm
ivorous.
食
蟲
的
）、
葡
萄
的
（V
inaceous,adj.
葡
萄
ノ/
V
inaceous.
葡
萄
的
）、
水
車
（W
ater-w
heel,s.
水
車/
W
ater-w
heel.
水
車
）、
旋
風
（W
hirlw
ind,s.
旋
風/
W
hirlw
ind.
旋
風
）、
猾
的
（W
ily,adj.
猾
ナ
ル/
W
ily.
猾
的
）、
以
上
の
訳
語
か
ら
み
れ
ば
、
第
４
版
の
新
た
に
増
補
さ
れ
た
訳
語
は
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
辞
書
訳
語
と
完
全
に
一
致
す
る
「
分
娩
、
寄
生
、
琥
珀
、
娼
妓
、
階
級
」
な
ど
の
訳
語
も
あ
り
、
訳
語
の
一
部
を
改
め
て
改
変
さ
れ
た
「
木
綿
剪
絨
、
三
色
ノ
旗
、
商
人
会
所
、
呼
集
」
な
ど
の
訳
語
も
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
英
和
辞
典
は
蘭
和
辞
典
を
基
に
し
た
訳
語
に
従
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
訳
語
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
（
８
）
れ
る
。
次
に
、
い
く
つ
か
の
漢
語
を
あ
げ
な
が
ら
、
具
体
的
に
両
辞
書
の
影
響
関
係
を
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
①
﹇
抹
紙
膠
﹈（India
Rubber
）
Picard
第
２
版
（
一
八
五
七
）
India
Rubber.
な
し
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
英
華
字
典
（
一
八
四
二
〜
一
八
四
三
）
India
Rubber,s.
抹
紙
膠
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』（
一
八
六
七
〜
一
八
六
九
）
India
Rubber,s.
抹
紙
膠
第
４
版
（
一
八
七
一
）
India
Rubber,s.
抹
紙
膠
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
一
八
七
三
）
India
Rubber,s.
抹
紙
膠
『
幼
童
手
引
草
』（
杉
田
玄
端
訳
一
八
七
四
）
抹
紙
膠
（「
イ
ン
ヂ
ー
ラ
ッ
ブ
ル
」）
と
は
如
何
な
の
物
な
り
や
。
現
代
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
は
「
抹
紙
膠
」
に
関
わ
る
記
述
が
一
切
見
ら
れ
な
い
。
②
﹇
高
燭
臺
﹈（Candelabrum
）
Picard
第
２
版
（
一
八
五
七
）
Candelabrum
.
な
し
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』（
一
八
六
七
〜
一
八
六
九
）
Candelabrum
,s.
高
燭
臺
第
四
版
（
一
八
七
一
）
Candelabrum
,s.
高
燭
臺
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
一
八
七
三
）
Candelabrum
な
し
現
代
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
は
「
高
燭
臺
」
に
関
わ
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
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③
﹇
泥
色
﹈（Lutarious
）
Picard
第
２
版
（
一
八
五
七
）
Lutarious
な
し
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』（
一
八
六
七
〜
一
八
六
九
）
Lutarious,adj.
泥
色
第
４
版
（
一
八
七
一
）
Lutarious,adj.
泥
色
ノ
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
一
八
七
三
）
Lutarious.
な
し
現
代
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
の
用
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
経
済
小
学
家
政
要
旨
』（
永
峰
秀
樹
訳
一
八
七
六
）「
殺
し
て
経
時
な
る
は
脚
堅
く
嘴
湿
り
咽
喉
の
色
変
し
て
泥
色
と
為
る
」
こ
れ
ら
の
訳
語
の
見
出
し
語
は
、Picard
（
第
二
版
）
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
」
系
の
底
本
と
さ
れ
る
『
和
蘭
字
彙
』
に
は
そ
れ
を
当
て
る
訳
語
も
な
か
っ
た
と
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
訳
語
は
新
た
に
創
出
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
辞
書
か
ら
借
用
し
て
き
た
か
を
論
じ
る
と
、
両
辞
書
に
お
け
る
多
数
の
共
通
語
が
存
在
し
た
た
め
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
辞
書
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
④
﹇
火
薬
包
﹈（Cartridge
）
Picard
第
２
版
（
一
八
五
七
）
Cartridge.Partroon
『
和
蘭
字
彙
』（
一
八
五
五
〜
一
八
五
八
）
Partroon.
鳥
銃
ニ
用
エ
ル
袋
入
リ
ノ
火
薬
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』（
一
八
六
七
〜
一
八
六
九
）
Cartridge,s.
火
薬
包
子
第
４
版
（
一
八
七
一
）
Cartridge,s.
火
薬
包
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
一
八
七
三
）
Cartridge,s.
銃
包
現
代
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
は
「
火
薬
包
」
に
関
わ
る
項
目
が
記
載
れ
て
い
な
い
。
﹇
火
薬
包
﹈
の
見
出
し
語Cartridge
は
、Picard
第
二
版
に
は
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
『
和
蘭
字
彙
』
か
ら
導
き
出
し
た
日
本
語
訳
「
鳥
銃
ニ
用
エ
ル
袋
入
リ
ノ
火
薬
」
は
長
い
句
で
あ
る
。
ま
た
、
上
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
第
４
版
の
訳
語
は
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
訳
語
と
非
常
に
相
似
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
訳
語
を
参
照
し
な
が
ら
、
日
本
語
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
工
夫
し
改
変
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
６
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
第
３
版
と
第
４
版
と
の
比
較
調
査
を
行
っ
た
。
特
筆
し
た
い
点
は
、
第
３
版
と
異
な
る
語
彙
の
す
べ
て
を
電
子
テ
キ
ス
ト
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
系
に
あ
る
見
出
し
語
の
増
補
数
、
訳
語
の
校
正
箇
所
、
辞
書
訂
正
の
割
合
な
ど
の
変
化
が
検
索
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し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
さ
ら
な
る
分
析
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
第
４
版
の
増
補
語
と
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』
の
訳
語
を
検
証
し
た
際
に
、
両
辞
書
に
共
通
す
る
訳
語
の
数
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特
に
﹇
抹
紙
膠
﹈、﹇
高
燭
臺
﹈、﹇
泥
色
﹈、﹇
火
薬
包
﹈
な
ど
の
訳
語
が
、
両
辞
書
に
お
い
て
一
致
、
も
し
く
は
相
似
度
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
辞
書
が
第
４
版
の
編
纂
者
に
利
用
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
、
今
回
の
調
査
は
、
主
に
両
辞
書
の
訳
語
に
焦
点
を
当
て
た
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
考
証
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
注
（
１
）
木
村
一
（
二
〇
一
五
）『
和
英
語
林
集
成
の
研
究
』
明
治
書
院
一
九
〇
頁
（
２
）
拙
稿
（
二
〇
一
八
）『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』
と
そ
の
周
辺
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
第
二
五
号
一
〇
七
頁
（
３
）
同
上
（
４
）
筆
者
は
改
変
さ
れ
た
箇
所
を
エ
ク
セ
ル
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
二
〇
一
八
年
の
二
月
か
ら
こ
の
作
業
を
着
手
し
始
め
、
二
〇
一
八
年
の
八
月
末
無
事
に
終
了
し
た
。
今
後
も
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
何
ら
か
の
形
で
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
（
５
）
拙
稿
（
二
〇
一
七
）「『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
に
お
け
る
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
の
利
用
―
原
稿
資
料
を
中
心
に
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
一
八
号
（
６
）
「
和
訳
英
辞
書
増
補
改
正
覚
え
」
が
第
４
版
（『
大
正
増
補
和
訳
英
辞
林
』）
へ
向
け
て
、
堀
孝
之
に
指
示
し
た
五
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
新
谷
九
郎
は
指
摘
し
た
。
（
７
）
台
湾
中
央
研
究
院
英
華
辞
典
資
料
庫
http://m
hdb.m
h.sinica.edu.tw
/dictionary/enter.php
（
８
）
木
村
一
（
二
〇
一
五
）
は
、『
和
英
語
林
集
成
』
と
第
４
版
の
編
集
方
針
が
根
本
的
に
異
な
っ
た
た
め
、
影
響
関
係
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
た
た
め
、
両
辞
書
と
の
比
較
を
行
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
（
し
ょ
う
こ
う
ら
く
広
西
師
範
大
学
講
師
）
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